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1980 年から続いているおなじみ「照明

探偵団」は、体力と脚力にものを言わ

せた深夜に及ぶ都市の光環境調査を原

点としながらも、その活動を徐 に々変

容させてきた。

2000 年という大きな区切りを目前にし

て、私たちは未来に想像力や空想力を

働かせること、そして環境やエネル

ギー問題、経済危機、情報化、テクノ

ロジーの進化、・・と糸口のみつからな

い混迷した社会にあるからこそ、未来

の都市生活のビジョンを夢見ることが

大切なのではないか、と考えた。同時

に照明に限って言えば、近代照明文化

を中心として現在までの技術の進歩を

もう一度振りかえることで、今何が必

要であるかも少し明確になるのではな

いかとも考えた。何せエジソンが電球

を発明してまだたった１００年あまり

の世の中に私たちはいるのだから。

3 年間継続することを前提に企画され

た「2050年東京夜景」というテーマは

3つの要素から構成されている。「2050

年 」とは環境・エネルギー問題を中心

とした人類総てに拘わるグローバルな

視点と時代考証であり、「東京」とは私

たちが今居住する都市それ自体の行く

末であり、「夜景」はその結果、社会状

況や人間の営みがどう照明文化に反映

するのか、という具体的なシミュレー

ションである。

初年度・つまり今年は他分野にわたる

多数の英知をクロスオーバーさせた、

２０５０年への問題提起。来年は抽出

した諸問題の編集作業、そして２００

０年には東京の夜景の選択モデルを提

案しようという計画だ。イベントの内

容は以下の通りである。

展示展示展示展示展示

「「「「「1001001 0 01 0 01 0 0 人の予言者」人の予言者」人の予言者」人の予言者」人の予言者」
科学者、建築家、デザイナー、作家、

ジャーナリスト、アーチストなどさま

ざまな分野の人たち１１９人 （いつの

まにか１００人を越えていた）に2050

年をどうイメージするか、数分のビデ

オインタビューを実施して、それらを

簡単に編集したものを抽出したキーセ

ンテンスと、ボードに書いていただい

たメッセージやスケッチとともに、４

０台のモニターで展示した。展示をみ

やすくするために、分野別に７つのカ

テゴリーブースに分けた。

　すべての方のコメントをここに報告

することは不可能であるが、技術論・精

神論といった内容を問わず、全体の7

割近くの人が「明るさ」から「闇」「暗

さ」へという価値の転換が今後重要に

なってくると語ったことは特筆すべき

だ。予想していたこととは言え、「明る

くすること」を加速させてきた現代の

都市、そして東京にいる私たちの多く

が、ある種の光の飽和状態にあると感

じていることを再認識させられた。ま

た、自然エネルギーや太陽光へのシフ

トというだけではなく、自然のリズム

に合わせた人間主体の生活を回復しよ

うという意見も目立った。

　それに反して、香港など東南アジア

の建築家・デザイナーは全て（といっ

ても4人だが）よりいっそう明るい都

市にこそ歓びを快適さを夢想している

のが印象的だった。

　その他、人間やもの自体が発光し、光

る個体が街を闊歩する、光、音、風と

がもっと密接な関係を持つようになる、

光はもっと個人的なものになり自在に

調整ができる、といった具体的なイ

メージも多数語られた。

　ひとり３～５分ほどのインタビュー

を全て見るには大変な時間と体力がか

かるが、会場ではメモをとりながら、ひ

とつひとつブースを丹念にまわる熱心

な来場者も目についた。

トークラリー

「円卓ライブサロン2050年 」

（（（（（全全全全全88888 回 ）回 ）回 ）回 ）回 ）
会期中連夜、展示会場で70-100人ほど

の観衆が見守る中、座長を中心に4、5

名の発言者が円卓を囲んで与えられた

テーマを中心に討議を行った。

　座長・発言者の多くは2050 年も健

在、と予想される若い世代を中心に依

頼し、率直で自由な発言を期待した。座

長、発言者併せて合計42名もの方に登

場いただいたが、結果として各テーマ

に即しての議論として深まらないまま

終了してしまった感がある。しかし（建

築系が多かったとはいえ）フィールド

を異にした発言者間のディスカッショ

ンは多くの問題提起と思考の断片を残

した。

各テーマと座長は以下の通り。

1 1 / 21 1 / 21 1 / 21 1 / 21 1 / 2 「「「「「地地地地地球球球球球・・・・・エエエエエネネネネネルルルルルギギギギギーーーーー」」」」」

自ら太陽パネルの家に住みエネルギー

の自給自足をはかる、環境計画家、アー

トディレクターとして総括的に幅広い

活動を主宰する芹沢高志氏。

11/311/311/311/311/3 「「「「「都都都都都市市市市市・・・・・建築」建築」建築」建築」建築」

東京特有の自然発生的に複合的な機能

を持った建物を発見する「メード・イ

ン・トーキョー」プロジェクトを現在

も続行中の建築家ユニット、塚本由晴

+ 貝島桃代氏。

1 1 / 41 1 / 41 1 / 41 1 / 41 1 / 4 「「「「「情情情情情報報報報報・・・・・メメメメメデデデデディィィィィアアアアア」」」」」

2005 年の愛知万博のプロデューサーと

19981998199819981998 年年年年年1111111111 月月月月月22222 日日日日日（（（（（月月月月月）））））～～～～～88888 日日日日日（（（（（日日日日日）））））
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してウェアラブルとホログラフをテー

マに「森の万博」を考案中の建築家・隈

研吾氏。

1 1 / 51 1 / 51 1 / 51 1 / 51 1 / 5 「「「「「科科科科科学学学学学・・・・・テテテテテクククククノノノノノロロロロロジジジジジーーーーー」」」」」

東京大学人工物工学研究センターを退

職し、コンピューター+ ネットワーク

を活用する「ミュージシャン」として

科学とテクノロジーのソフトの部分に

関心をよせる久保田晃弘氏。

1 1 / 61 1 / 61 1 / 61 1 / 61 1 / 6 「「「「「アアアアアーーーーートトトトト・・・・・デデデデデザザザザザイイイイインンンンン」」」」」

都市の文脈が崩壊した現在、デザイン

に対するスタンスがかわらざるを得な

い、と語るデザイン評論の柏木博氏。

11/711/711/711/711/7 「「「「「身身身身身体体体体体・・・・・感覚」感覚」感覚」感覚」感覚」

ビデオインタビューで冒頭から「先の

ことなんて知ったこっちゃない。建築

家やデザイナーが未来はかくあるべき、

という態度は傲慢」と語った編集者・写

真家の都築響一氏。

1 1 / 81 1 / 81 1 / 81 1 / 81 1 / 8 「「「「「風風風風風土土土土土・・・・・ジジジジジオオオオオグググググラララララフフフフフィィィィィ」」」」」

10年前に谷崎潤一郎の「陰影礼賛」の

イメージを抱いて来日した東京の実際

の姿のギャップに最初は驚いたと言う

建築ユニットのマーク・ダイサム+ア

ストリッド・クライン。

同日最終回同日最終回同日最終回同日最終回同日最終回 「「「「「総総総総総括括括括括」」」」」

都市における「遊び場」のありようを

真面目に調査・研究し、新しい価値を

創造することに熱意を注ぐ橋爪紳也氏。

こうしてモノローグ形式でビデオ収録

したものと、ライブディスカッション、

という二本立てで「2050年TOKYO 夜

景 」プロジェクトの初年は、合計150名

もの方 に々よって語られた膨大なキー

ワードに埋めつくされてれて終了した。

　ご多忙のなかご協力くださった皆様

に心から感謝したい。

（葛西 玲 子 ）
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頭と体を同時に使う探偵団

団団団団団長長長長長コココココラララララムムムムム団団団団団長長長長長コココココラララララ ムムムムム

は っは っは 。 1998 年も 終わ ってしま え

ば何と言うこともない。体力の限りに、

みんなよく動き回ったものだ。そもそ

も照明探偵団は底知れぬ体力と情熱が

心情。当たり前とも思えるが、やって

いる当人達は楽しくもなく、ただただ

辛い時間もあったはずである。「面出さ

んはいいよな、何時も威勢のいい掛け

声ばかりで・・・」という噂もたって

いようかと思うが、どうして私とて辛

く逃げ出したくなるような時間が無い

わけでもない。そういうときに限って

心して無言で楽しそうに振る舞ってい

るだけなのである。探偵団諸君！まだ

まだ観察力が足りませんぞ。はっはっ

は・・・。

　とまあ冗談のような本音はともかく

として、私達照明探偵団は1998年に大

変な大見えを切ってしまった。[2050 年

TOKYO 夜景]という３年間テーマを公

言してしまったことである。皆でディ

スカッションした結果に「これで行こ

う」としたことではあるが、始まって

みると今までの探偵団とは随分内容が

違っていた。何より疲れるのは、頭を

使うことである。体力と情熱を誇って

きた我が道なだけに（私だけの事です

よ）、そこに知力を加えなければならな

いことの重みを、ず っしりと感じてし

まう。インテリジェンスとは何者なの

か？豊富な知識とそれに裏づけられる

洞察力に私は完全に嫉妬してしまった。

　しかし言ってしまったことはキチン

とやるのも私達の健気な体質で、ここ

までのひたむきな実績はその飽くなき

責任感に支えられている。今年からの

３年間は、むやみに街に出て騒ぎ回る

だけでなく[体力＋情熱＋知力]の総合

力、集大成をお見せすることになった

のだ。実際、私達に欠ける深遠な知力

は、幸運にもこれまでに巡り会った豊

富な友達や先輩達に補ってもらうこと

にしよう、というのが今年の11月に張

り切って開催した展覧会の仕掛けであ

る。実に普段だったらお話も出来ない

ような「偉い方」「忙しい方」「チョウ

有名な方」などにも果敢に挑み、2050

年の東京夜景を語ってもらった。[100

人の預言者]と銘打ったが、その実数は

119 名に及んだ（もちろんその中には

暇を持て余して、話をしたくてうづう

づしていた人もいたと思うが）。そして

連日連夜に及んだ円卓ライブサロン

（円卓会議とも呼んでいた）にも、ほぼ

ボランティアで40名近くの果敢な発言

者が着席した。

　この、人の知恵を借りながら 仕事を

する方法は、ずる賢い様子もあるが、

まったくそのような陰謀はない。私達

探偵団は多くの方 と々触れ合いながら、

その蘊蓄にうなづきながら、今までに

ない速度で照明文化に関係する周辺の

事柄を学習した。なるほど照明デザイ

ンはいろんな科学や思想や哲学にも支

えられ、影響されながら成り立ってい

るものだ、ということを実感すること

が出来た。様 な々人の意見を聞いてい

るうちに、頭の中が蜘蛛の巣状態に

陥ってきた。う～ん、やはりたくさん

の勝手な意見を聞き過ぎたのだろうか。

人の意見ばかり聞いているうちに、頭

がこんがらがってきて、少しフラスト

レーションさえ覚えてくる。

　さて、ここからが大切な照明探偵団

の編集作業だ。蜘蛛の巣のようになっ

た知恵の塊を、少しずつ整理して解り

やすく未来像に向けてシナリオを書い

ていく。そんな仕事が99年の中心的な

ものになる。焦らずじっくり、ねばっ

こく、2000年の探偵団活動集大成を目

指して張り切っていきましょう。来年

もどうぞよろしく。

（面出 薫 ）
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去年の両国に続き、今年もライトアッ

プゲリラの季節がやってきた。今回の

ターゲットに選んだ場所は、江戸の景

色が色濃く残る「谷中」である。谷中

と聞いてすぐに思い浮かぶのが墓地。

下見にいった探偵団員も何か恐い思い

をしたとか.... . . . 果たしてどのように

なったのであろうか？

10月17日（土）PM4：30、小雨降る中、

日暮里駅に程近いギャラリー「CASA」

に20名の参加者が自慢の懐中電灯を片

手に集合した。まず、事前オリエンテー

ションが行われ、参加者は面出団長よ

りゲリラをするときの心得や明るさを

測定する照度計や眩しさを測定する輝

度計、パワーの凄いキセノンランプな

どの説明を受けた後、グループごとに

分かれゲリラ散策コースの確認をして、

いざ出発！

まずゲリラ隊が訪れたのは「谷中銀

座」。飲み屋さんの赤提灯。魚屋さんの

キラキラ光。お肉屋さんの何だか変に

赤緑な光。商店街の雑多な光は両サイ

ドに分かた色 な々店の表情を演出し、

そこを訪れた人の購買意欲を掻き立て

ているのに一役買っている。この雰囲

気はまさに下町の商店街と言った感じ

である。そしてその賑やかな通りをぬ

け、一本奥に入っていくと、あたりは

暗く妖しい感じに一変。それもそのは

ず、そこにはラブホテルの入口があり、

あたりの住宅の壁をピンク色に染める。

更に奥に進むと浅倉彫塑館の裏門に

なった。門の奥の建物の屋根の頂部に

彫刻を発見。すかさずそこでライト

アップ。さながら野外ミュージアムの

ように曇り空の闇をバックにして印象

的に浮かび上がる彫刻は印象的であっ

た。このように簡単にライトアップし

て新たな夜の景色が発見できるのはゲ

リラならではの醍醐味だ。ゲリラ隊は、

更に次のターゲットを探すべく突き進

んだ。次に通りがかった「谷中学校」で

は、谷中についてや谷中学校の成り立

ちについての話が聞け、ちょっと観光

気分。さてこの後はいよいよ、墓地に

エリアに...... . . . .

いろいろな機材を持ったゲリラ隊は 交

番のお巡りさんの目を気にしながら墓

地エリア・スタート地点の公衆トイレ

前に集まり、少 古々びた木造の建物の

前でゲリラが始まった。面出団長の指

示のもと蝋燭に火が灯り、参加者が持

参した懐中電灯で照らし出された建物

は印象的に照らし出された。総勢、30

人前後の懐中電灯のパワーはなかなか

のもの。光の色味が木造の表情とマッ

チして印象的でちょっと恐いライト

アップの完成だ。ここでは全ての懐中

電灯の光を団長のかけ声で散らしたり、

一斉に集めたり、照度を測ったりとい

ろいろな光の実験を行った。当日、同

行していたカメラマンの浅川氏はこの

光景を懐中電灯の光の中に自ら入って

いき撮影していたが、これを見ていた

WOWOWの撮影スタッフ、探偵団の記

録撮影員もこのカットをまねしてと、

突然の写真撮り合戦になってしまう。

一騒ぎが過ぎ去ってゲリラ隊は最後の

ゲリラスポットを探しに墓地の中へと

入っていった。

一歩墓地の中に入るとあたりは一段と

暗くなり、歩く足どりもやや重い。「い

くらゲリラだと言っても死者の魂が眠

るこの場所で、こんなことをして良い

のだろうか。」と言う思いを抱きながら

も照明探偵団ゲリラ隊は足元を確認し

ながら雨でぬかるんだ墓地内の迷路の

ような小道を進みながら、冷静に周囲

の状況に神経を集中させていた。照度

計で明るさを測定してみると0.5ルク

ス。この明るさの中でも徐 に々目がな

れてくると、以外に暗く感じないこと

を実感する。頑張れば、新聞も読める

し、野球もできるかも...... . .しかし、こ

の場所でそんなことをする気はしない

し、もししていたらかなり恐い。そろ

そろ墓地の雰囲気に慣れてきたゲリラ

隊は御地蔵さん風の墓石があるところ

で最後のライトアップを始めた。そも

そも今回のゲリラは「移動が多いので

手持ちの照明器具のみを使い、今まで

とは違う面白いライトアップを」と言

うのが主旨であった。まず始めにここ
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で使ったのは 探偵団員がこの時のため

に何週間も前から用意していた太陽電

池を電源とする点滅するLEDインジ

ケーション。昼間、太陽光にあてて蓄

電し、日が落ちて暗くなると勝手に点

滅をはじめる。担当の探偵団員は昼間

は外に出し、夜は蓄電専用に蛍光灯を

付けたあげて、この日まで大切に育て

てきたが、ゲリラが始まってからは

リュックの中にしまっていたため、心

配しながらリュックを開けると案の定、

LEDがパカパカと点滅していた。少し

弱まってはいたが、それを使ってライ

トアップが始まった。ある者は御地蔵

さん墓石の頭の上、ある者は隣のお墓

に、またある者は地面にLEDをばらま

いた。そしてできあがったのは宇宙人

のような不思議な光を放つ御地蔵さん

とそれを取り巻くゲリラ隊と言う妙な

光景。妙ではあるが、どこか未来的。不

思議なライトアップである。しかし、こ

れもこの暗さがあってのこと。こんな

に小さな光でもでこんなに違った景色

を創り出せたのだ。LEDは闇の中でホ

タルのように光を放ち、懐中電灯の光

はそれをうける光のカーペットとなっ

た。闇があれば、僅かな光でも充分な

のである。その後も闇を堪能しながら

谷中ライトアップゲリラは終了した。

しかし、そのあと寒くなった体を温め

においしいお酒が待つ繁華街に向かっ

たのは言うまでもない。

ゲリラって最高！　　

（田中 謙 太 郎 ）

持ち 寄った懐中電灯で墓地をライトアップする

団員達（ばちあたり！）


